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１．（理）x の多項式 f (x) があり、任意の実数 a に対して、f (x)－g (x) がつねに x 3－a 3 で割り切れ

るとする。このとき、ある多項式 g (x) によって、f (x) = g (x 3) と表されることを示せ。 

 

２．（文・理）実数 t が 0≦t≦πの範囲を動くとき、座標が 𝑥 =
cos 𝑡−𝑎

1−2𝑎 cos 𝑡+𝑎2 , 𝑦 =
sin 𝑡

1−2𝑎 cos 𝑡+𝑎2 で与え

られる平面上の点 P( x , y ) はどのような図形を描くか。ただし、a は定数で、| a | < 1 とする。 

 

３．（理）空間内の平面π：x + y + z = 1 , 球面 S：x 2 + y 2 + z2 = 1を考え、原点を O とする。π上の

点P( a , b , c ) に対して、線分 OP またはその P のほうへの延長と S との交点を Q , Q を通りπに垂

直な直線とπとの交点を R とし、𝑟 = 𝑂𝑃̅̅ ̅̅  , 𝑢 = 𝑃𝑅̅̅ ̅̅  とおく。 

(1)  u を r を用いて表せ． 

(2)  P が a≧0 , b≧0 , c≧0 を満たすとき、u を最大にする r の値を求めよ。 

 

４．（理）平面上の点 P( 0 , a ) ( a > 0 ) を中心とし、2点 A(－1 , 0 ) , B( 1 , 0 ) を通る円を C とする。円 

Cの x軸より下にある部分の弧 AB 上の点の座標を ( x , f (x) ) (－1≦x≦1 ) とする。 

(1) 定積分𝐼 = ∫ (1 + {𝑓ǋ(𝑥)}2)
 1

 −1
𝑑𝑥を C の半径 r を用いて表せ。 

(2)  I を r の関数と考えて、lim
𝑟→Ð

𝐼を求めよ。ただし、lim
→0

log(1+ )
= 1を用いてよい。 

 

５．（理）( 2n + 1 ) 枚のカードに－n から n までの各整数を 1枚に 1つずつ書いて箱の中に入れる。こ

の箱の中から無作為に 1枚のカードを取り出し、それに書かれている数を X とする。 

(1) 確率変数 X の分散 V (X) を求めよ。 

(2) このカードを箱の中へ戻してから、ふたたび無作為に 1 枚のカードを取り出して、それに書かれて

いる数を Y とし、Z = X + Y とする。| k |≦2n を満たす整数 k に対して、Z = k となる確率を pk とす

る。pk を n と k を用いて表せ。 

(3) (2)の結果を利用して、Z の分散 V (Z)を求めよ。 

 

６．（文）f1 , f2 は実数係数の多項式で、どちらも定数でないとする。f1･f1 , f1･f2 , f2･f1 , f2･f2 ,のそれぞれがま

たはのどちらかに一致するものとする。ただし、2 つの関数 f (x) , g (x)に対して、f･g は f と g の合成関数

f (g (x))を表す。 

(1) f1 , f2 はともに 1 次式であることを示せ。 

(2) f1 (1) = f2 (1) = 1 を満たす f1 , f2 の組をすべて求めよ。 

 

 

 



７．（文）曲線 C：y = x ( x－1 )( x－a ) ( a≠0 )の原点 O における接線lが、O 以外の点 P で C に交わると

する。P よりx軸に下した垂線がx軸と交わる点を Q とし、△OPQ の面積を S1 , 曲線 C と接線lで囲ま

れる図形の面積を S2 とする。 

(1) S1 と S2 をaを用いて表せ。 

(2) S1 = S2 となるaの値をすべて求めよ。 

 


